
239

年
六
月
号
）

川
村
亜
樹　
「
オ
ー
ガ
ス
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
│
ラ
イ
オ
ン
と
し
て
の
キ
ン
グ
・
へ
ド

リ
ー
二
世
」（
日
本
ア
メ
リ
カ
演
劇
学
会
『
ア
メ

リ
カ
演
劇
研
究
25
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一

四
年
三
月
）、　
「
ス
ポ
ー
ツ
映
画
の
な
か
の
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
世
代
│The Blind Side  (2009 )

の
死

角
」（
研
究
発
表
、
ア
メ
リ
カ
学
会
第
四
八
回
年

次
大
会
部
会
報
告
Ｃ
「
公
民
権
法
制
定
後
半
世

紀
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
文
学
・
文
化
は
変

わ
っ
た
か
？
」
於
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
四
年
六
月
八
日
）

黄　

英
哲　
「
呉
燕
和
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」

（
学
会
発
表
、
日
本
台
湾
学
会
第
一
六
回
学
術
大

会
、
於
東
京
大
学
山
上
会
館
、
二
〇
一
四
年
五
月

二
四
日
）、「
興
民
與
小
説
史
│
論
許
壽
裳
遺
稿

〈
中
国
小
説
史
〉」（
学
会
発
表
、
今
古
齊
観
│
中

国
文
学
的
古
典
與
現
代
国
際
学
術
研
討
会
、
香
港

中
文
大
学
主
催
、
二
〇
一
四
年
五
月
二
六
日
〜
二

八
日
）、「
歷
史
、
記
憶
與
書
寫
│
論
朱
天
心
『
古

都
』」（『
南
方
文
壇
』
総
一
六
〇
期
、
南
方
文
壇

雜
誌
社
（
廣
西
文
聯
）、
二
〇
一
四
年
五
月
）

高　

明
潔　
「
日
中
に
お
け
る
二
重
的
な
文
化
化
に

関
す
る
仮
説
│
国
際
比
較
の
視
点
に
基
づ
い
て
」

（
口
頭
発
表
、
Ｎ
Ⅰ
Ｈ
Ｕ
現
代
中
国
地
域
研
究
愛

知
大
学
拠
点
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
社
会
歴
史
ア
プ
ロ
ー
チ
班

第
一
回
日
中
社
会
構
造
研
究
会
、
於
愛
知
大
学
名

古
屋
校
舎
、
二
〇
一
四
年
二
月
一
七
日
）

高
橋
五
郎　
『
日
中
食
品
汚
染
』（
文
春
新
書
、
二
〇

一
四
年
三
月
）、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
国
際
報
道2014

」
特

集
：
中
国
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
（
テ
レ
ビ
番
組
ゲ
ス
ト

出
演
、
二
〇
一
四
年
四
月
一
六
日
）、「
日
中
関
係

の
質
的
変
容
を
ど
う
理
解
す
る
か
―
他
地
域
の
視

点
か
ら
捉
え
な
お
す
」（『
地
域
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム（
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）・
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』
№
16
、

二
〇
一
四
年
三
月
）、「
日
中
経
済
関
係
の
構
造
的

変
容
と
諸
問
題
」（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
研
究
報
告
、

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｓ
『
現
代
中
国
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
〇
一

四
年
二
月
）、「
日
本
一
や
わ
ら
か
い
中
国
経
済
の

は
な
し
」
連
載
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
中
日
新
聞
プ

ラ
ス
」
二
〇
一
四
年
二
月
〜
二
〇
一
四
年
三
月
）

唐　

燕
霞　
「「
中
国
模
式
」
の
特
殊
性
と
普
遍
性
―

労
使
関
係
の
視
点
か
ら
」（
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

報
告
、
於
島
根
県
立
大
学
、
二
〇
一
四
年
二
月
）

樋
泉
克
夫　
『
京
劇
と
中
国
人
』（
鄭
元
祉
訳
、
新
雅

社
、
二
〇
一
四
年
三
月
）、「
東
南
ア
ジ
ア
の
部

屋
」
連
載
（『Foresight

（
電
子
版
）』
新
潮
社
）、

「
華
人
企
業
家
の
夢
と
野
望
」
連
載
（『A

sai 
M

arket R
eview

』
重
化
学
工
業
通
信
社
）

松
岡
正
子　
「
四
川
の
チ
ャ
ン
族
に
お
け
る
民
族
文

化
の
復
興
と
資
源
化
―
五
・
一
二
汶
川
大
地
震
後

の
北
川
羌
族
自
治
県
を
事
例
と
し
て
」（
武
内
房

司
・
塚
田
誠
之
編
『
中
国
の
民
族
文
化
資
源
│

南
部
地
域
の
分
析
か
ら
』
風
響
社
、
二
〇
一
四
年

三
月
）

学
会
通
信
（
二
〇
一
四
年
二
月
〜
二
〇
一
四
年
六
月
）

◎
学
会
活
動

現
代
中
国
学
会
共
催
講
演
会

　

六
月
二
一
日
「
中
華
民
国
史
研
究
│
現
在
と
過
去

と
の
対
話
」
山
田
辰
雄
（
慶
應
義
塾
大
学
名
誉

教
授
）

◎
学
会
員
活
動

加
治
宏
基　
「
だ
れ
が
中
国
の
“
安
全
”
を
保
障
し
た

の
か
？
│
現
代
中
国
に
お
け
る
“develop m

ent

”

理
念
の
変
容
と
そ
の
対
外
経
済
協
力
政
策
の
展

開
」（
学
会
報
告
、
日
本
現
代
中
国
学
会
東
海
部

会
第
二
回
研
究
報
告
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
一

日
）、「
中
国
の
世
界
遺
産
政
策
に
み
る
政
治
的
境

界
と
文
化
実
体
の
国
際
的
承
認
」（
馬
場
毅
・
謝

政
諭
編
『
民
主
と
両
岸
関
係
に
つ
い
て
の
東
ア
ジ

ア
の
観
点
』
東
方
書
店
、
二
〇
一
四
年
三
月
）、

「
公
共
空
間
に
お
け
る
公
私
／
官
民
関
係
を
め
ぐ

る
日
中
比
較
│
水
平
的
官
民
協
働
に
む
け
た
試

論
」（『
三
重
大
学
社
会
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

報
告
』
第
二
一
号
、
三
重
大
学
社
会
連
携
研
究
セ

ン
タ
ー
、
二
〇
一
四
年
二
月
）

河
辺
一
郎　
「
安
保
戦
略
決
定
、
日
本
が
問
わ
れ
る

こ
と
」（『
ま
な
ぶ
』
二
〇
一
四
年
二
月
号
、
労
働

大
学
出
版
セ
ン
タ
ー
）、「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ

ム
ス
と
日
本
」（『
進
歩
と
改
革
』
二
〇
一
四
年
五

月
号
）、「
鯨
裁
判
」（『
進
歩
と
改
革
』
二
〇
一
四


